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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第65期

第３四半期

連結累計期間

第66期

第３四半期

連結累計期間

第65期

第３四半期

連結会計期間

第66期

第３四半期

連結会計期間

第65期

会計期間
自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日

自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日

自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日

自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日

自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日

売上高 （百万円） 9,890 8,470 3,474 3,128 13,905

経常利益 （百万円） 359 330 234 307 757

四半期（当期）純利益 （百万円） 78 180 138 174 401

純資産額 （百万円） － － 6,266 6,667 6,525

総資産額 （百万円） － － 14,216 13,841 14,229

１株当たり純資産額 （円） － － 382.22 410.55 401.80

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 4.72 11.12 8.39 10.77 24.37

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 44.1 48.2 45.9

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 350 596 － － 743

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △75 △91 － － 40

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △32 △98 － － △357

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） － － 1,871 2,463 2,055

従業員数 （人） － － 618 606 617

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　従業員数は就業人員を表示しております。

　

EDINET提出書類

東亜ディーケーケー株式会社(E01798)

四半期報告書

 2/36



２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(人) 606 （59）

(注) 　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外からの出向者を含む）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマーを含む）は（外書）に記載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(人) 378 （4）

(注) 　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外からの出向者を含む）であり、臨時雇用者数（パー

トタイマーを含む）は（外書）に記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 　生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

計測機器事業 2,802 △18.2

合計 2,802 △18.2

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2)　受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの
名称

　受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
　受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

計測機器事業 3,678 +6.8 1,984 △5.5

合計 3,678 +6.8 1,984 △5.5

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3)　販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 　販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

計測機器事業 3,053 △10.2

その他の事業 75 －

合計 3,128 △10.0

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　販売実績が総販売実績の10%以上となる相手先はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、中国を中心としたアジア経済の回復に伴い、生産高、輸出

高とも上昇傾向にあり、緩やかではありますが一昨年秋以降の世界的金融危機による景況悪化から脱し

回復基調で推移いたしました。しかしながら、デフレスパイラルが報じられるなど企業の経営環境は依然

として厳しく、主要産業の大幅な収益悪化もあって設備投資意欲は低迷、雇用情勢や消費者心理の改善に

は至らず、引き続き停滞を余儀なくされております。

当計測器業界におきましても、半導体・電機の分野で回復の兆しが見られるものの、基幹産業である鉄
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鋼・電力・石油関連の主たる需要先の設備投資抑制が続き、加えて企業間の価格競争の激化もあって厳

しい状況が続いております。

このような需要環境の中で当社グループは、「超スピード経営」を掲げ「意識改革」「体質改革」に

取り組むと共に、一昨年12月に発した非常事態宣言の下、全社的に100年に一度といわれる「経営危機

（ピンチ）をチャンスに変える」べく、「攻めと守りの合わせ技」の経営戦略を推進してまいりました。

具体的には、「お客様への接近戦略」の観点から営業技術及びHACH社製品販売の陣容を拡充強化して

積極的な営業活動を展開する一方、５年前から継続している全社的な「生産改革運動」の効果に加え、全

役員及び全グループ社員が全社的なコスト削減策に取り組み計画利益の創出に努めた結果、厳しい景況

下にあっても一定の利益を確保することができました。

　これは偏に「超スピード経営」を軸に全社員の総力戦による成果の現れであり、何とか投資家の皆様の

期待と信頼にお応えすることができたのではないかと考える次第であります。

当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高3,128百万円（前年同期比10.0%減）、営業利益307百万円

（前年同期比34.6%増）、経常利益307百万円（前年同期比31.1%増）、四半期純利益174百万円（前年同期

比26.2%増）となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績はつぎのとおりであります。

計測機器事業

　計測器事業は、売上高3,053百万円（前年同期比10.2%減）、受注高は3,678百万円（前年同期比6.8%

増）となりました。

　

その他の事業

　東京都新宿区の本社に隣接して賃貸ビル１棟、埼玉県狭山市に貸店舗１棟ほかを所有し、不動産賃貸業

を行っております。

　不動産賃貸業の売上高は前年同四半期と同額の75百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は13,841百万円となり、前連結会計年度末に比べ388百万

円減少しました。流動資産は8,806百万円となり、361百万円減少しました。固定資産は5,035百万円とな

り、26百万円減少しました。内訳の主なものは、現金及び預金の増加（404百万円）、受取手形及び売掛金

の減少（700百万円）、有形固定資産の減少（120百万円）、投資有価証券の増加（130百万円）でありま

す。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、7,174百万円となり、前連結会計年度末に比べ529百

万円減少しました。流動負債は3,488百万円となり、226百万円減少しました。固定負債は3,685百万円とな

り、302百万円減少しました。内訳の主なものは、支払手形及び買掛金の減少（100百万円）、未払法人税等

の減少（110百万円）、賞与引当金の減少（188百万円）、退職給付引当金の減少（223百万円）でありま

す。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は6,667百万円となり、前連結会計年度末に比べ、141百万

円増加しました。内訳の主なものは、四半期純利益の増加（180百万円）、配当金の支払（113百万円）、そ

の他有価証券評価差額金の増加（74百万円）であります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間末に比

べ120百万円増加し、2,463百万円になりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりで

あります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、107百万円の収入（前年同四半期は107百万円の支出）となり

ました。内訳の主なものは、税金等調整前当期純利益の増加306百万円、売上債権の増加350百万円、仕入債

務の増加232百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、15百万円の支出（前年同四半期は42百万円の支出）となりま

した。内訳の主のものは、有形固定資産の取得による支出14百万円であります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、28百万円の収入（前年同四半期は46百万円の収入）となりま

した。内訳の主なものは、短期借入れによる収入270百万円、短期借入金の返済による支出202百万円、長期

借入金の返済による支出34百万円であります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は109百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2)　設備の新設、除却等の計画

会社名
事業所名

（所在地）

事業の種類別

セグメントの

名称

設備の内容
投資予定額（百万円） 資金調達

方法

着手

年月

完了予定

年月

完成後の増

加能力総額 既支払額

提出

会社

狭山テクニカ

ルセンター

(狭山市北

入曽)

計測器事業

新開発研究センター

(New R&D Center)

建設及び開発研究設備

900 －
借入金

自己資金

平成22年

４月

平成22年

12月

(注）2

(注）3

（注）１．上記の金額に消費税等は含まれておりません。

　　　２．新開発研究センターの完成は平成22年９月を予定しておりますが、開発研究設備の搬入及び設置の

完了は平成22年12月を予定しております。

　　　３．本設備投資は、現在３事業所に分散している開発機能を集約統合し、開発力の強化と促進を図ると共

に生産本部との連係強化による顧客ニーズへの即応態勢を企図したものでありますので完成後の

増加能力の算定は困難なため記載しておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成21年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 16,880,620 16,880,620
東京証券取引所　　
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 16,880,620 16,880,620－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成21年12月31日 － 16,880,620 － 1,302 － 757

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
　普通株式
　　　639,000

― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式
　 16,080,000

16,080 ―

単元未満株式
  普通株式 
　    161,620

― ―

発行済株式総数    16,880,620 ― ―

総株主の議決権 ― 16,080 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権４

　個）含まれております。 

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式727株が含まれております。 

 

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
東亜ディーケーケー
株式会社

東京都新宿区高田馬場
１－２９－１０

639,000 ― 639,000 3.78

計 ― 639,000 ― 639,000 3.78

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 193 187 229 213 223 208 201 188 199

最低(円) 179 169 183 190 197 188 183 165 173

(注)  株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,524 2,119

受取手形及び売掛金 ※２, ※３
 3,931

※２
 4,632

商品及び製品 662 695

原材料 573 529

仕掛品 593 464

繰延税金資産 177 177

その他 346 553

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 8,806 9,168

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 1,776

※１
 1,865

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 55

※１
 65

工具、器具及び備品（純額） ※１
 143

※１
 165

土地 794 794

リース資産（純額） ※１
 27

※１
 27

有形固定資産合計 2,797 2,917

無形固定資産 55 40

投資その他の資産

投資有価証券 791 660

繰延税金資産 1,007 1,058

その他 383 384

投資その他の資産合計 2,182 2,103

固定資産合計 5,035 5,061

資産合計 13,841 14,229
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 866 966

短期借入金 1,474 1,327

未払金 526 503

未払法人税等 123 233

未払消費税等 7 46

賞与引当金 61 249

損害補償損失引当金 58 58

その他 371 329

流動負債合計 3,488 3,715

固定負債

長期借入金 373 484

長期預り保証金 354 354

退職給付引当金 2,718 2,941

役員退職慰労引当金 190 166

負ののれん 7 15

その他 41 27

固定負債合計 3,685 3,988

負債合計 7,174 7,704

純資産の部

株主資本

資本金 1,302 1,302

資本剰余金 757 757

利益剰余金 4,464 4,398

自己株式 △148 △148

株主資本合計 6,376 6,310

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 290 215

評価・換算差額等合計 290 215

純資産合計 6,667 6,525

負債純資産合計 13,841 14,229
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 9,890 8,470

売上原価 6,351 5,273

売上総利益 3,539 3,196

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,635 1,499

賞与引当金繰入額 28 28

退職給付費用 130 116

役員退職慰労引当金繰入額 24 24

減価償却費 23 24

研究開発費 376 326

その他 963 845

販売費及び一般管理費合計 3,181 2,864

営業利益 357 331

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 10 5

持分法による投資利益 1 3

負ののれん償却額 7 7

為替差益 11 2

その他 18 14

営業外収益合計 51 35

営業外費用

支払利息 28 24

債権売却損 19 10

その他 1 1

営業外費用合計 50 36

経常利益 359 330

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 0 0

償却債権取立益 8 －

特別利益合計 9 0

特別損失

固定資産除却損 11 2

投資有価証券評価損 12 －

課徴金等 ※２
 129 －

特別損失合計 154 2

税金等調整前四半期純利益 214 328

法人税等 ※１
 136

※１
 148

四半期純利益 78 180
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 3,474 3,128

売上原価 2,183 1,859

売上総利益 1,290 1,269

販売費及び一般管理費

給料及び手当 512 478

賞与引当金繰入額 28 28

退職給付費用 44 39

役員退職慰労引当金繰入額 8 8

貸倒引当金繰入額 0 0

減価償却費 8 8

研究開発費 128 108

その他 332 289

販売費及び一般管理費合計 1,062 961

営業利益 228 307

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2 1

持分法による投資利益 0 1

負ののれん償却額 2 2

為替差益 11 －

その他 5 4

営業外収益合計 22 11

営業外費用

支払利息 9 7

債権売却損 6 2

その他 0 1

営業外費用合計 16 11

経常利益 234 307

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産除却損 9 0

投資有価証券評価損 7 －

特別損失合計 16 0

税金等調整前四半期純利益 218 306

法人税等 ※１
 79

※１
 131

四半期純利益 138 174
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 214 328

減価償却費 210 188

負ののれん償却額 △7 △7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △73 △223

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △23 24

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △12 △7

支払利息 28 24

持分法による投資損益（△は益） △1 △3

有形固定資産売却損益（△は益） △0 0

有形固定資産除却損 7 1

投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 12 －

売上債権の増減額（△は増加） 975 672

たな卸資産の増減額（△は増加） △180 △140

仕入債務の増減額（△は減少） △192 △100

その他の資産の増減額（△は増加） △20 223

その他の負債の増減額（△は減少） △222 △126

割引手形の増減額（△は減少） 2 28

小計 715 882

利息及び配当金の受取額 12 7

利息の支払額 △26 △22

法人税等の支払額 △351 △270

営業活動によるキャッシュ・フロー 350 596

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △89 △3

定期預金の払戻による収入 88 6

有形固定資産の取得による支出 △80 △91

有形固定資産の売却による収入 1 0

投資有価証券の売却による収入 0 －

子会社の清算による収入 8 －

その他 △3 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △75 △91

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 900 540

短期借入金の返済による支出 △915 △337

長期借入れによる収入 500 －

長期借入金の返済による支出 △125 △166

社債の償還による支出 △210 △10

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △48 △0

配当金の支払額 △132 △113

リース債務の返済による支出 △2 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △32 △98

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 242 407

現金及び現金同等物の期首残高 1,628 2,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,871

※
 2,463
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【継続企業の前提に関する事項】

        該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ
るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２．棚卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正
味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。

 

３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異発生状況に著
しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックスプランニングを利
用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

税金費用の計算

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利
益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 4,514百万円

　

※１ 有形固定資産の減価償却累計
額

4,396百万円

　

※２ 受取手形割引高

 

　　 51百万円

　

※３ 第３四半期連結会計期間末日満期手形 　

　第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処
理については、手形交換日をもって決済処理して
おります。
　なお、第３四半期連結会計期間末日が金融機関
の休日であったため、次の第３四半期連結会計期
間末日満期手形が第３四半期連結会計期間末残
に含まれております。

        受取手形　　　　　　　　　　　　　15百万円
支払手形　　　　　　　　　　　　　50百万円

※２ 受取手形割引高 22百万円

 

　　　――――――

　 　

　

EDINET提出書類

東亜ディーケーケー株式会社(E01798)

四半期報告書

20/36



(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

　※１　当第３四半期連結累計期間における税金費用に
ついては、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計
処理により計算しているため、法人税等調整額は、
「法人税等」に含めて表示しております。

　※２　特定大気常時監視自動計測器入札に関する独占
禁止法にともなう課徴金及び違約金見込額であり
ます。

　　※１　同左

 
 
 
　　　　――――――

　 　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

　※１　当第３四半期連結会計期間における税金費用に
ついては、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計
処理により計算しているため、法人税等調整額は、
「法人税等」に含めて表示しております。

　　※１　同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年12月31日現在)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

　

現金及び預金勘定 1,938百万円

投資その他の資産の「その
他」に計上されている長期性
預金

230百万円

　　　計 2,168百万円

預入期間が３ヶ月を超える定
期預金

△297百万円

現金及び現金同等物 1,871百万円

　

　

現金及び預金勘定 2,524百万円

投資その他の資産の「その
他」に計上されている長期性
預金

230百万円

　　　計 2,754百万円

預入期間が３ヶ月を超える定
期預金

△291百万円

現金及び現金同等物 2,463百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 16,880,620

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 641,101

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月26日
定時株主総会

普通株式 113 7 平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　

　
計測機器事業

(百万円)

その他の事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

3,399 75 3,474 － 3,474

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － －

計 3,399 75 3,474 － 3,474

営業利益 347 55 403 (174) 228

(注) １　事業の区分は、事業形態により２区分としております。

２　各区分の主な製品

　計測機器事業……基本プロセス計測器、環境用大気測定装置、煙道用排ガス分析計、ボイラー水用分析

　　　　　　　　　装置、上下水用分析計、環境用水質分析計、石油用分析機器、ラボ用分析機器、ポー

　　　　　　　　　タブル分析計、分離分析計、ＬＡシステム、医療用機器、産業用ガス検知警報器、電

　　　　　　　　　極、標準液、保守、修理、部品等他

　その他の事業……事業用建物の賃貸

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
計測機器事業

(百万円)

その他の事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

3,053 75 3,128 － 3,128

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － －

計 3,053 75 3,128 － 3,128

営業利益 407 55 463 (155) 307

(注) １　事業の区分は、事業形態により２区分としております。

２　各区分の主な製品

　計測機器事業……基本プロセス計測器、環境用大気測定装置、煙道用排ガス分析計、ボイラー水用分析

　　　　　　　　　装置、上下水用分析計、環境用水質分析計、石油用分析機器、ラボ用分析機器、ポー

　　　　　　　　　タブル分析計、分離分析計、ＬＡシステム、医療用機器、産業用ガス検知警報器、電

　　　　　　　　　極、標準液、保守、修理、部品等他

　その他の事業……事業用建物の賃貸

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　

　
計測機器事業

(百万円)

その他の事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

9,667　 223　 9,890　 －　 9,890　

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－　 －　 －　 －　 －　

計 9,667　 223　 9,890　 －　 9,890　

営業利益 715　 165　 881　 （523） 357　

EDINET提出書類

東亜ディーケーケー株式会社(E01798)

四半期報告書

24/36



(注) １　事業の区分は、事業形態により２区分としております。

２　各区分の主な製品

　計測機器事業……基本プロセス計測器、環境用大気測定装置、煙道用排ガス分析計、ボイラー水用分析

　　　　　　　　　装置、上下水用分析計、環境用水質分析計、石油用分析機器、ラボ用分析機器、ポー

　　　　　　　　　タブル分析計、分離分析計、ＬＡシステム、医療用機器、産業用ガス検知警報器、電

　　　　　　　　　極、標準液、保守、修理、部品等他

　その他の事業……事業用建物の賃貸

　

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
計測機器事業

(百万円)

その他の事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

8,244　 225　 8,470　 －　 8,470　

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－　 －　 －　 －　 －　

計 8,244　 225　 8,470　 －　 8,470　

営業利益 623　 167　 791　 （459） 331　

(注) １　事業の区分は、事業形態により２区分としております。

２　各区分の主な製品

　計測機器事業……基本プロセス計測器、環境用大気測定装置、煙道用排ガス分析計、ボイラー水用分析

　　　　　　　　　装置、上下水用分析計、環境用水質分析計、石油用分析機器、ラボ用分析機器、ポー

　　　　　　　　　タブル分析計、分離分析計、ＬＡシステム、医療用機器、産業用ガス検知警報器、電

　　　　　　　　　極、標準液、保守、修理、部品等他

　その他の事業……事業用建物の賃貸
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

本国以外の国、または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

本国以外の国、または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

本国以外の国、または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

本国以外の国、または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　

　 東アジア 東南アジア 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 152 37 11 53 254

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － － 3,474

Ⅲ　連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

4.4 1.1 0.3 1.5 7.3

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 東アジア・・・韓国・中国・台湾等

(2) 東南アジア・・シンガポール・タイ等

(3) 欧州・・・・・オランダ等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　 東アジア 東南アジア 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 279 39 11 16 347

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － － 3,128

Ⅲ　連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

8.9 1.3 0.4 0.5 11.1

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 東アジア・・・韓国・中国・台湾等

(2) 東南アジア・・シンガポール・タイ等

(3) 欧州・・・・・オランダ等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　

　 東アジア 東南アジア 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 607　 103　 67　 117　 895　

Ⅱ　連結売上高（百万円） －　 －　 －　 －　 9,890　

Ⅲ　連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

6.1　 1.0　 0.7　 1.2　 9.0　

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 東アジア・・・韓国・中国・台湾等

(2) 東南アジア・・シンガポール・タイ等

(3) 欧州・・・・・オランダ等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　 東アジア 東南アジア 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 670　 86　 49　 63　 869　

Ⅱ　連結売上高（百万円） －　 －　 －　 －　 8,470　

Ⅲ　連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

7.9　 1.0　 0.6　 0.8　 10.3　

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 東アジア・・・韓国・中国・台湾等

(2) 東南アジア・・シンガポール・タイ等

(3) 欧州・・・・・オランダ等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

　

１株当たり純資産額 410円55銭

　

　

１株当たり純資産額 401円80銭

　
　 　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第３四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 6,667 6,525

普通株式に係る純資産額（百万円） 6,667 6,525

普通株式の発行済株式数（千株） 16,880 16,880

普通株式の自己株式数（千株） 641 638

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（千株）

16,239 16,241

　

２　１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

 

１株当たり四半期純利益金額 4円72銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 11円12銭

　同左

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算上の四半期純利益（百万円） 78 180

普通株式に係る当期純利益（百万円） 78 180

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,566 16,240

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

 

１株当たり四半期純利益金額 8円39銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 10円77銭

　同左　

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算上の四半期純利益（百万円） 138 174

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 138 174
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普通株式の期中平均株式数（千株） 16,522 16,240
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

東亜ディーケーケー株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    森川　潤一   印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    関谷　靖夫   印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐藤　明典   印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東亜

ディーケーケー株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成　20年４月１日から

平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東亜ディーケーケー株式会社及び連結子会社

の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

東亜ディーケーケー株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    森川　潤一   印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    関谷　靖夫   印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐藤　明典   印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東亜

ディーケーケー株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成　21年４月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東亜ディーケーケー株式会社及び連結子会社

の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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